
各務原市移住・定住推進 PT 会議 

第 2 回 誰に来てほしいのか／誰に刺さるまちなのか 

（１）ねらい 

移住・定住施策は、「誰にでも来てほしい」と考えると、結果として誰にも刺さらないものになり

がちである。そこで第 2回では、各務原市が特に相性のよいターゲット層は誰なのかを考える。 

 

（２）事前に考えてきてほしいこと 

・各務原市は、どのような人にとって魅力的なまちか 

・逆に、どのような人にはあまり刺さらないか 

・移住・定住施策の対象を 3つに絞るとしたら、どの層を優先すべきか 

・その人たちは、何を重視して移住先を選ぶと思うか 

・その人たちに対し、各務原市は何を打ち出せるか 

 

（３）想定するターゲット例 
 

①名古屋圏勤務の子育て世帯 ②技術職・エンジニア系の若手 ③地方移住を考える首都圏在住者 

④Uターン・Jターン希望者  ⑤起業・副業志向の若手 ⑥自然と都市機能の両方を求める層 

⑦教育環境を重視するファミリー層  ⑧障害者の子供を抱えた家族 

 

（４）当日の進め方（想定） 

・各自が考えた優先ターゲットを共有する 

・「なぜその層に刺さるのか」を議論する 

・全体で、優先ターゲット候補を絞り込む 

 

（５）宿題 

・「各務原市と相性のよいターゲットを 3類型」考えること 

・各類型について、「どういう人か」「何を求めているか」「各務原市の何が刺さるか」を簡潔に整

理してくること 


